
議
案
第
50
号

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認

を
求
め
る
の
件

専
決
第
11
号

令
和
２
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

議
案
第
69
号

令
和
２
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計

補
正
予
算
案
（
第
３
号
）

委
員
長

　

天て
ん

坂さ
か　

昭
し
ょ
う

市い
ち

予
算
特
別

委
員
会
■
審
査
の
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
関
連
す
る
予
算
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

特
別
定
額
給
付
金
事
業

32
億
２
４
０
６
万
円

　

迅
速
な
家
計
支
援
を
目
的
に
市

民
１
人
に
つ
き
10
万
円
を
給
付

（
給
付
対
象
者　

　
約
３
万
２
千
人
）

子
育
て
世
帯

臨
時
特
別
給
付
金
事
業

３
６
５
２
万
円

　

児
童
手
当
（
本
則
給
付
）
の
受

給
世
帯
に
子
ど
も
１
人
あ
た
り

１
万
円
を

上
乗
せ
し
て
支
給

（
対
象
児
童　

　
約
３
４
０
０
人
）

第
１
弾

事
業
継
続
支
援
金
交
付
事
業

３
１
１
４
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
前
年
比
の
売
上
が

20
％
減
少
し
た
飲
食
・
宿
泊
業
に

支
援
金
を
給
付
し
、
家
賃
を
補
助

【
支
援
金
】

１
事
業
所　

　
　
　
　

20
万
円

【
家
賃
補
助
】

１
事
業
所　

　
　

上
限
10
万
円

第
２
弾

事
業
継
続
支
援
金
交
付
事
業

６
９
０
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
前
年
比
の
売
上
が

20
％
減
少
し
た
小
売
業
・
卸
売
業
・

製
造
業
等
に
支
援
金
を
給
付
し
、

家
賃
を
補
助

【
支
援
金
】

１
事
業
所　

　
　
　

20
万
円

【
家
賃
補
助
】

１
事
業
所　

　

上
限
10
万
円

学
校
に
お
け
る
感
染
症

対
策
事
業

２
３
５
万
円

　

小
・
中
学
校
に
お
い
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
マ
ス
ク
、
非
接
触
型
体
温
計
、

手
指
消
毒
液
を
購
入

子
育
て
支
援
。

食
べ
て
！ 

観
て
！ 

応
援
！

サ
ー
ビ
ス
券
配
布
事
業

２
１
３
０
万
円

　

18
歳
以
下
の
市
民
に

５
千
円
分
の

食
事
・
映
画

観
賞
券
を

配
布

共
通
商
品
券
支
援
事
業

補
助
金

７
６
８
８
万
円

　

20
％
付
き
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

を
夏
と
冬
に
販
売

（
１
人
上
限

　
　

10
万
円
）
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議
案
第
46
号

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認

を
求
め
る
の
件

専
決
第
５
号

令
和
元
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
）

※
金
額
に
△
の
つ
い
た
も
の
は
減
額
補
正

佐さ

さ々

木き　

直な
お

光み
つ　

委
員　

問　

委
託
料
が
減
額
に
な
っ
て
い
る

が
、
地
域
内
交
通
の
利
用
者
は
減
っ
て

い
る
の
か
。

答　

昨
年
の
10
月
か
ら
運
行
し
て
い
る

地
域
内
交
通
は
予
約
制
で
あ
る
た
め
、

予
約
の
な
い
日
は
運
休
に
な
っ
て
い

る
。
利
用
人
数
は
大
幅
に
減
少
し
て
い

な
い
が
、
吹
原
線
で
74
％
、
柏
線
で
は

49
％
運
休
と
な
っ
て
い
る
。

議
案
第
50
号

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認

を
求
め
る
の
件

専
決
第
11
号

令
和
２
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

長は

谷せ

川が
わ　

榮え
い

子こ　

委
員　

問　

特
別
給
付
金
事
業
の
進
捗
状
況

は
。
郵
便
物
が
返
戻
に
な
っ
た
場
合
の

対
応
は
。

答　

特
別
定
額
給
付
金
の
交
付
決
定
率

は
世
帯
で
96
．９
％
、
人
数
で
は
97
．

８
％
と
な
っ
て
お
り
、
交
付
決
定
さ
れ

て
い
な
い
世
帯
は
４
２
１
世
帯
、
人
数

は
６
９
２
人
の
状
況
で
あ
る
（
６
月
８

日
現
在
）。
宛
先
不
明
等
で
郵
便
物
の

返
戻
が
あ
っ
た
方
に
対
し
て
、
自
宅
へ

の
訪
問
や
情
報
収
集
に
努
め
る
な
ど
調

査
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

佐さ

さ々

木き　

直な
お

光み
つ　

委
員　

問　

３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
小
学
校

に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
１
人
１
台
の
パ
ソ
コ

ン
端
末
を
整
備
す
る
と
の
説
明
が
あ
っ

た
が
、
進
捗
状
況
は
。

答　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
今
年
度
中
に
整
備

し
、
パ
ソ
コ
ン
端
末
に
つ
い
て
は
令
和

２
年
度
か
ら
５
年
度
ま
で
に
順
次
整
備

す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け
、
国
の
補

正
予
算
に
よ
り
今
年
度
に
前
倒
し
し
て

全
学
年
へ
整
備
す
る
。
県
の
共
同
調
達

に
よ
り
価
格
を
抑
制
し
て
整
備
す
る
予

定
で
あ
り
、
今
後
、
補
正
予
算
に
計
上

さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　

休
校
に
な
っ
た
際
の
家
庭
学
習
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
備
え
て
、
児
童
へ

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
布
も
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

答　

国
で
は
個
人
所
有
の
パ
ソ
コ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
通
信
環
境
が
整
備
さ
れ

て
い
る
家
庭
に
つ
い
て
最
大
限
に
活
用

す
る
よ
う
に
と
示
し
て
い
る
。
市
で
は

各
家
庭
に
お
け
る
パ
ソ
コ
ン
環
境
に
つ

い
て
調
査
し
て
お
り
、
今
後
、
一
体
的

な
対
応
を
考
え
て
い
く
。
ま
た
、
育
成

小
学
校
に
お
い
て
、
試
験
的
に
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
が
可
能
か
ど
う
か
検
討
中
で

あ
る
。

長は

谷せ

川が
わ　

榮え
い

子こ　

委
員　

問　

第
２
波
、
第
３
波
に
備
え
た
マ
ス

ク
の
備
蓄
は
。

答　

備
蓄
マ
ス
ク
30
万
枚
分
を
確
保
す

る
予
定
で
あ
る
。

議
案
第
51
号

令
和
２
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
案

佐さ

さ々

木き　

直な
お

光み
つ　

委
員　

問　

こ
の
事
業
の
整
備
場
所
と
期
間
は
。

答　

農
業
水
利
施
設
の
長
寿
命
化
や
機

能
低
下
に
よ
り
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
施

設
の
改
修
事
業
で
あ
り
、
全
体
事
業
費

は
19
億
７
９
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
施
設
名
、
期
間
に
つ
い
て
は
左
記

の
と
お
り
。

議
案
第
52
号

令
和
２
年
度
つ
が
る
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
案

成な
り

田た　
　

博
ひ
ろ
し　

委
員　

問　

傷
病
手
当
金
の
対
象
者
は
。ま
た
、

支
給
さ
れ
る
額
は
。

地
域
内
交
通
運
行
委
託
料

△ 

３
２
２
万
円

特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
費

32
億
２
４
０
６
万
円

教
育
費

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費

２
３
５
万
円

県
営
農
業
水
路
等
長
寿
命
化

防
災
減
災
事
業
負
担
金１４

５
０
万
円

傷
病
手
当
金
費

（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
）

１
０
０
万
円

地　区 施　設　名 期　間

車力地区 川林排水機場 令和２年から
令和７年まで富萢地区 車力排水機場

下牛潟地区 田光３号揚水機場 令和２年から
令和４年まで繁田地区 田光用水路

出崎地区 東俣４号幹線用水路
令和２年から
令和５年まで小和巻地区、

鶴田町一部
砂沢放水路
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答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

感
染
、
ま
た
は
感
染
が
疑
わ
れ
労
務
に

就
か
な
か
っ
た
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
で
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い

る
方
を
対
象
と
す
る
。
労
務
に
就
か
な

か
っ
た
休
業
期
間
の
う
ち
、
就
労
を
予

定
し
て
い
た
日
数
に
１

※

日
あ
た
り
の
支

給
額
を
乗
じ
た
額
を
支
給
す
る
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
課
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
案
第
53
号

令
和
２
年
度
つ
が
る
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
案

成な
り

田た　
　

博
ひ
ろ
し　

委
員　

問　

高
齢
者
保
健
事
業
・
介
護
予
防
一

体
的
事
業
の
内
容
は
。

答　

慢
性
疾
患
に
加
え
、
認
知
機
能
な

ど
の
低
下
が
著
し
く
な
る
高
齢
者
に
対

し
、
疾
病
予
防
と
生
活
機
能
維
持
を
組

み
合
わ
せ
た
支
援
を
一
体
的
に
提
供
し

て
重
症
化
予
防
に
つ
な
げ
る
も
の
。
具

体
的
に
は
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬

剤
師
会
、
栄
養
士
会
と
も
連
携
し
、
専

任
保
健
師
に
よ
る
地
域
の
健
康
課
題
の

分
析
、
個
別
支
援
の
対
象
者
の
把
握
と

支
援
な
ど
を
行
う
。
今
年
度
は
木
造
地

区
の
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
、
来

年
度
以
降
は
対
象
地
域
を
拡
大
し
て
実

施
す
る
。

　
　議

案
第
54
号

令
和
２
年
度
つ
が
る
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
案

田た

中な
か　

　

透
と
お
る　

委
員　

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
収
入
が
減
少
し
介
護
保

険
料
の
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
方
へ
の

市
の
対
応
は
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
納
付
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
保

険
料
の
徴
収
猶
予
や
国
の
示
し
た
減
免

の
規
定
に
よ
り
適
切
に
対
応
し
て
い

く
。
広
報
つ
が
る
６
月
号
に
お
い
て
、

介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
の
減

免
に
つ
い
て
市
民
に
周
知
し
て
い
る
。

　つがる市議会は６月１７日、新型
コロナウイルス感染拡大を受け、今
年度の各常任委員会の行政視察を見
合わせることとしました。また、これ
まで中止となった公務、研修会に係
る予算と合わせて約３５０万円を減
額することを決めました。
　これは、地元経済の停滞や今後
の農業への影響を懸念して議長、副
議長及び各常任委員長が協議し決
定したものです。減額分は新型コロ
ナウイルス感染症対策に充てていた
だくよう福島弘芳市長に申し入れ、
これに対し市長は「議員の意を酌み、

対策を検討してまいりたい」と話されました。今後も刻 と々変化している情勢に注視しながら市議
会として取り組んでまいります。

※
１
日
あ
た
り
の
支
給
額
…
直
近

の
継
続
し
た
３
カ
月
間
の
給
与

収
入
の
合
計
額
÷
就
労
日
数
×

３
分
の
２

介
護
保
険
料
（
歳
入
）

△ 

３
０
６
６
万
円

高
齢
者
保
健
事
業
・

介
護
予
防
一
体
的
事
業
受
託
料

７
９
２
万
円

左から福島弘芳市長、平川豊議長、小笠原忍副議長

新型コロナウイルス対策に充当を　視察研修費、返上の申し入れ
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